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Z mode waves observed by GEOTAIL in the geomagnetic tail 
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Z mode emissions are observed by GEOTAIL in the geomagnetic tail 
lobe region after Lobe Trapped Continuum Enhancement (LTCE) is 
observed. This mode has been identified by the upper and lower 
cutoff frequencies of the emissions.
Zモード波は自由空間に伝搬できるモードではないので観測例は多 
くない。地球では極域でDE 1衛星[1,2]によりしばしば観測されて 
おり，磁気圏衛星によるL=4付近での観測[3]もある。最近ではWIND 
によりforeshockでも見つかっている[4]。また木星磁気圏でも観測 
されている[5-7]。本稿では今まで報告がなかったと思われる地球 
磁気圏尾部ローブ域でのGEOTAILによる観測について報告する。 
 
GEOTAILで観測されたローブ域にトラップされたcontinuum (Lobe 
Trapped Continuum Enhancement; LTCE) が Naganoら[8]により報 
告されている。今回報告する30 Reのローブ域の観測例では，WFC 
（波形捕捉受信機）で先ずLTCEが受信された。そのダイナミックス 
ペクトルは，下限周波数は外部磁場に垂直になった場合に最も高く 
Rモード遮断周波数(fR)に一致し,平行の場合は最も低くプラズマ周 
波数(fP)に一致する。ところが，その後逆に磁場に垂直になった場 
合に周波数が最も低くなる波動が受信された。それぞれの周波数を 
調査したところ, 低い方の周波数をLモード遮断周波数(fL)とし， 
高い方はプラズマ周波数よりも少し低くなるが,受信されている放 
射の上限周波数が高域ハイブリッド周波数UHRとすると良く合うこ 
とが分かった。これからこの波動はZモードの性質と一致する。こ 
れらの波形はZモードからcontinuum (LTCE)に変換されている過程 

を見ているものと考えられる。しかしながら，元となる静電的な 
UHR波やn+1/2サイクロトロン高調波などは確認できていない。 
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